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特集

在宅でがん患者を看取る
体調の変化の少し先を予測し、備える
　予後が週単位であると予想されるがん患者・利用者の在宅療養を支えるため
には、体調の変化を適切に評価し、それに基づいた支援を計画していくことが欠
かせません。
　本特集では、「このくらいの時期の患者・利用者であれば、週単位／日単位で
体調が変化する可能性があり、こうしたサービスや説明の必要がある」という基
本事項をおさらい。さらに、地域‒病院間の連携をうまく行なうための前提知識を
学んでいきます。がん患者・利用者を受け持つことへの漠然とした不安を解消し
ましょう！

在宅療養するがん患者は今、どのような状況に�
置かれているか
◉熊谷靖代

【予後が週単位と考えられる在宅療養がん患者へのケア】
❶在宅での症状緩和で必要な視点◉成毛大輔
❷�病状の変化を見据え、訪問看護はどう対応するか�
◉濱本千春
❸�病状の変化を見据え、ケアマネジャーは�
どう調整していくか◉家崎芳恵
❹最期を見据え、本人・家族と何をどう話すか◉増島麻里子

【地域と病院との連携】
❶�病院から自宅に帰すとき、病院で実施する準備と�
地域側への期待◉岸田さな江
❷�病院から自宅に戻ってくるとき、訪問看護は�
どんな準備をしておくべきか◉渡邉美也子
❸�自宅から病院（緩和ケア病棟）に迎えるとき、�
病院は何をしているか◉矢野和美

※一部変更となることがあります。
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編集後記

今月号のスケジュール進行、せん
妄特集を緩和ケア学会に間に

合わせよう！ということで、印刷所の方に
「1週間前倒しで」とお願いしたつもりで
した。が、つもりのままだったようで、（自
分だけがそう信じていた）校了当日に、
誤解が判明！顔面蒼白、大慌てでした。
こんなことを編集後記に書いていいの
かわかりませんが、渦中の今は、このこ
としか思いつかず……。ご対応くださっ
た印刷所の皆さまと、何事もなかった
かのように付き合ってくれたデスクの2
人、そして、ものすごいスピードで著者
校正を返してくださった井上先生に、
心より感謝申し上げます。…米沢

弊 誌連載でおなじみ（？）の秋山
正子さんが、第47回フローレン

ス・ナイチンゲール記章を受章されまし
た。訪問看護を軸に、暮らしの保健室
やマギーズ東京などと、地域ケアの外
縁を広げ続けてきた功績が認められて
のものなのだそう。弊誌でも特別企画
を仕込み中ですので、どうぞお楽しみ
に。●そんな秋山さんの連載はもうすぐ
丸10年を迎えます。この間、秋山さん
はどんどんと忙しくなっているはずが、な
んと一度もお休みすることなく原稿を書
いてくださっています。これもすごすぎる
と思うのです。…小池
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